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nlAl+n2A2十･･-- ml Bl + m2B2十･･-
JLI-∑iniL(Ai), LL皿 - ∑ jmjJL-(BJ) (1･1)
としたとき,反応の方向は△JL- L1- LEDの正負できまるが･強度因子△Ⅴ は
･V - ex｡喜 一 ex｡昔 (1･2)






















































というKineticsの式であらわされるo ここで Jjiは jというコンパー トメン トから
の fluxであるO 生体ということを離れて考えるとi平衡状感なら細目の平衡 (deta-
iledbalance)で各 Jji- 0,Jik- 0となるQ平衡でないとき･例えば水位の違
う貯水池の間の系で･ niを水位のようにみると,平衡でない水位が (2･1) のような
形の式に従って存在 し変化 している｡ 生体は化学エネルギーの高い物質 (負エントロピ
ーではない )を摂取し,低い物質を排湛している｡そ ういう外界 を貯水池のようにみる
と,この調教系での勿質の動きは (2･1)のような式であらわされるはずであるQHei-





それは熱力学的なコンパー トメントよりもっと大まかなものを考え, fluxの Jji




だけにするOそれでも定数パ ラメーター (反応恒数など,叫こ関係する量 )は,生体内





きないことになる｡ しかし30くらいなら何 とかな り,パラメーターの組合せがきめ手
で,試行錯誤であたえてみるとしても,その数値が不適当な組合せでは開放系 として生
長できない｡このように条件 をみたすものにはきび しい制約があって,Heinmets は
それからシステム論的にパラメータ-の値をきめて いる.
闇黙の前淀がよいか悪いか,それは統計熱力学の方だけからは簡単にはいえないが,
科学 とい うものは結果をみて判断すべきで,平痴状態か ら外れている系の,各コンパー














mlB1- 2B2十 ･･･- +mjBj+ ･････ (a)
qlDl+q2D2+ -- 十%Dk+ - - (b)
sIYl十S2Y2+ --･-･
(C)
この (a),(b),(C)3者の間に,エネ ルギー的な共役や物質的な関係 (例えば 1つの
反応の生成物が他のものの前駆体になる )など簡単のためないものにしよう｡ ここで,
Biや Dkはそれぞれの反応に触媒的に･または酵素に影響する形にはたらく情報物質





リック ｡マ ップに組込んでかくと "混乱をおこす 'ことがあるo反応の式やマップの
中のBiや Dkと,反応路のかたわらに信号灯のようにかかれたものとを ----
でつなぐと,これは "情報の伝達路 "になる｡
B.などは反応の αに連続的に影響する (電気回路でいうと抵抗を連続的にかえる )j


























Ⅹ ≧ Ⅹー C なら bk)- 1
Ⅹ <ⅩC なら b(x)- 0
とい う2億の関数 b(Ⅹ)を考えよう｡これよりA があれば B ができるという論理は
b(B)- b仏)
次に A 旦 B
という酵素反応を考えると.A とE が存在すれば Bができるという論理は
b紗 -b仏)< b屯) (4･1)
ここで< は記号論理のANDであるO この関係はA->B が定常な flux になるとき
のもので,途中の段階では T というdelayを入れて扱える場合もある｡ 次に








































聞値論理の限界について,-例えば論理和では,あるコンパー トメン ト-の入力 を
Ql- α1bl+β1bl , Q2= α2b2+ β2b2
とい う階殺関数であらわ したとき,
al>> β1 , α2 3> β2
ならQ5 - Ql+Q2 という入力は
b5 - bl V b2
という論理和を使 って (VはORの記号 )
Q5 = rb5 +∂b5
という階段関数近似ができる｡ここで







となるとしようo 女は等価系のタンクの水位にあたるとしようo k-const として,


























r 匡 ≡ オ ｢




































理して確率的な考え方でこじつけようとするのは愚かなことである｡ 情報工学で "量 と
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